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変革待ったなし!?の調剤薬局 

調剤薬局の競争が激化。
勝利のキーワードは“対人業務”!!

かかりつけ薬局・健康サポート薬局の広がり

かかりつけ薬局の3つの機能 

門前薬局a

医療機関A 医療機関B

服薬情報の一元的・継続的管理

厚生労働省は平成30年度の調剤報酬改定において、安心安全で費用も適正化された医療を実現す
るために医薬分業を推し進め、これまでの門前薬局の評価を見直し、「かかりつけ」や「地域医療」に
貢献していたり、対人業務に積極的な薬局を評価する方針を示しています。調剤薬局は今後、国の方
針と社会ニーズに見合った変革が求められることになりそうです。

厚生労働省は「患者のための薬局ビジョン」と題して、従来の門前薬局から地域に根ざした「かかり
つけ薬局」への転換を推進しています。かかりつけ薬局の役割は、薬の調製や管理などの対物業務
からより患者に寄り添った対人業務が主となり、大きく3つの機能が求められます。 

薬の効果や副作用の兆候が出ていないか継続的に確認したり、
複数の病院から重複した薬が出ていないかチェック。
また、薬の形状や味などの飲みやすさの調整をおこないます。

24時間対応・在宅対応 
開局時間外でも薬の副作用や飲み間違い、服用のタイミングな
どの電話相談に対応します。患者の症状が悪化した時には夜
間・休日でも調剤をおこないます。
さらに、地域包括ケアの一環として在宅対応にも積極的に取り
組みます。 

医療機関等との連携
医師の処方内容をチェックし、必要に応じて疑義照会や処方提
案を実 施 。また、調 剤 後 も患 者の状 態を把 握し、処 方 医 へ の
フィードバックや残薬管理・服薬指導をおこないます。
さらに、薬の相談や健康相談にも応じ、地域の関係機関と連携
します。 

医療費に比べ頭打ちの調剤医療費 

概算医療費総額

処方箋もあまり増えていない！？ 
処方箋発行枚数も処方箋受取率も近年伸びが
鈍化しています。 

処方箋応需の70％が門前薬局 
さらに処方箋集中率が高い場合が多く、調剤基
本料の減点に直結します。 

健康サポート薬局とは、平成28年4月1日からスタートした制度で、かかりつけ薬
剤師・薬局の基本的な機能に加え、市販薬や健康食品に関することはもちろん、
介護や食事・栄養摂取に関することまで気軽に相談できるなど、国民による主体
的な健康の保持増進を積極的に支援する機能を備えた薬局をいいます。一定の
基準を満たしていると届出をおこなうことで健康サポート薬局と表示できます。

健康サポート薬局

平成28年度
処方箋受取率 71.7%

主に特定の医療機関からの
処方箋を応需している薬局

69.5%
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処方箋枚数 ※医療費の動向、調剤医療費の動向（厚生労働省保険局調査課）を基に作成

※平成28年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（平成29年度調査）
　後発医療品の使用状況調査

※処方箋
　受取率
　　（%）

処方箋枚数（薬局での受付回数）
× 100

医科診療（入院外）日数×医科投薬率+
歯科診療日数×歯科投薬率
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処方箋発行枚数（百万枚）

主に近隣にある診療所の病院の処方箋を応需
主に複数の特定の保険医療機関（いわゆる医療モールも含む）の処方箋を応需
様々な保険医療機関からの処方箋を応需
その他 無回答
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医療費は右肩上がりにも関わらず、調剤医療費（薬剤料＋技術料）の伸びは低迷しています。
※薬剤料は増加傾向ですが、これは院外処方への切り替えにより、入院外に計上されていた薬剤料が調剤医療費に振り替わった分が
　含まれているため、実質的な伸びは限られます。 
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利用者アンケート

健康サポート薬局になるには？

調剤薬局は、より地域住民に寄り添った
「健康サポート薬局」へ。

いくつか要件があり、たとえば、「常駐する薬剤師の資質」として薬局で5年以上の実務経験および所
定研修（30時間）を修了すること、「薬局設備」として個人情報に配慮された相談窓口を設置してい
ること、「開局時間」は平日の午前8時から午後7時までの時間帯に8時間以上とすることが望ましい、

「健康サポートの取り組み」として薬剤師による薬の相談会等の具体的な取り組みを月1回程度実施
していることが望ましい、などが挙げられます。
これらの要件を満たした薬局は、薬局所在地の都道府県知事等に届出をおこなうことで「健康サ
ポート薬局」として表示することが可能になります。平成30年9月28日時点で、全国1,119店舗が健
康サポート薬局として業務をおこなっています。 

アンケート調査では、調剤薬局を利用する人の7割弱が特定の1店舗のみを、2割の人が2店
舗を利用している結果となり、年齢層が上がるに従って受診する医療機関数は増えますが、
その反面、利用する調剤薬局は1つという傾向が強くなることが分かりました。
また、調剤薬局を選ぶ基準として、自宅や医療機関からの「場所が近い」ことは大きな要素
ですが、年齢層が上がるにつれて重要度は下がり、「信頼できる薬剤師がいる」「いつでも電
話相談ができる」「様々な相談に応じてくれる」といった点が高評価となっています。薬局に
対する要望として「薬についての相談」が最も多く、処方薬の受け取り以外の役割も期待さ
れており、「健康サポート薬局」のニーズは高いと言えそうです。
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利用する薬局の選定方針 （複数回答）

健康サポート薬局になるために必要な要件

服薬情報の一元的な把握と
それにもとづく薬学的管理・指導

24時間対応、在宅対応 かかりつけ医をはじめとした
医療機関等との連携強化

地域における連携体制の構築 経験のある薬剤師の確保 薬局の設備

薬局における表示

健康
サポート

薬局

要指導医薬品等の取扱い 開局時間 健康相談・健康サポート

かかりつけ薬剤師・薬局の基本的機能

健康サポート機能を有する薬局の機能

以前からよく利用している薬局だから

自宅から近いから

受診している病院・診療所から近いから 

信頼できる薬剤師がいるから

いつでも電話相談等の連絡が可能だから

一般用医薬品や介護用品なども含めて、
様々な相談に応じてくれるから

歳以下64 歳以上8565 74歳

『かかりつけ薬剤師・薬局に関する調査報告書』厚生労働省 平成30年3月
調査対象：各都道府県在住の男女3549人（平均年齢57.9歳） 

利用者アンケート
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19.0% 24.3%
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プライバシーへの配慮が
行き届いているから 5.7% 10.1% 12.3% 12.4%

処方箋を持って訪れる薬局の選定方針

どこの病院・診療所を受診しても、
特定の1つの薬局に処方箋を持って行く

歳以下64 歳以上8565 74歳 75 84歳

50.8% 64.7% 64.9% 71.8%

病院・診療所ごとに特定の薬局（病院・
診療所に近い薬局）に処方箋を持って行く 37.2% 27.9% 25.3% 23.3%

処方箋を持って訪れる薬局を
決めていない 8.2% 2.2% 3.1% 2.0%

その他 0.5% 0.9% 0.8% 0.5%

無回答 3.2% 4.3% 5.9% 2.5%
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PM7:00



健康サポート薬局になると「健康相談」や
「定期的な健康イベント」を実施しなければなりません。 

「健康サポート」って何をすればいい？
今話題の“AGEs”の測定を通して店舗の魅力アップを。

「健康サポート薬局」になるには前述のとおり様々な要件をクリアする必要がありますが（→p3）、その
中でも健康相談や定期的な健康イベントといった「健康サポートの取り組み」に戸惑う方は多いと思い
ます。具体的には、利用者を一所に集めて、薬剤師による薬の相談会を開催したり、簡易健康診断をお
こなったり、また、医師を講師として招いて禁煙や熱中症のセミナーを開くなどが考えられます。
しかし、いずれにしてもそれなりの事前準備が必要で、イベントスペースの確保も課題となります。 

エア・ウォーター・バイオデザインの「AGEsセンサ」は今話題の体内老化
物質「AGEs」を指先だけで簡単に測定できる機器です。測定場所にはイス
とテーブルさえあればよく大掛かりな設備は不要です。「AGEsセンサ」を
導入することで、「健康サポート薬局」としての役割のひとつを果たせるほか、
利用者との充実したコミュニケーションづくりにも寄与します。AGEsは

「かかりつけ薬局」を持っていない割合の高い、壮年・中年層へ訴求するこ
とで、新規利用者の開拓にも効果的です。 

健康意識が高くなる
40歳～50歳代が
メインターゲットと
なります。 
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AGEsセンサを使った測定会をご提案します

血液採取が不要なため、心理的な負担が少なく
老若男女を問わず簡単に測定いただけます。

AGEsセンサ
最終糖化産物測定機

指先の内側面にはメラニンの蓄積がほとんどなく、太い
血管もないことから、測定誤差を低減することができます。
また、固定もしやすいため、同一箇所の測定が容易に
なります。

独自の光センシング技術と回路技術により、
わずか数十秒の迅速な測定が可能です。

ターゲット層
測定スペースは
テーブルとイスだけでOK

テーブル イスAGEsセンサー測定会の参加者年齢データ（男女合計版）

※ 血液採取によって測定した場合との比較

測定者にやさしい
光センシング測定

測定精度と
再現性を高める
指先測定

測定者の負担を軽減する
迅速測定※

健康セミナー 簡易健康診断 カウンセリング

20代

30代

40代50代

60代
70代

80代



健康的な生活を送っている人は、加齢にともなうAGEsの蓄積はそれほど多くはありません（健康な
老化）※1。
しかし、不適切な食生活や生活習慣、運動不足などにより、体内で蓄積するAGEsが増加します（不健
康な老化）※2-5。AGEsは「生活習慣のバイオマーカー」※6といえるため、AGEsスコアは、「生活習慣の
成績表」として、最近健康や美容業界で注目されています。

健康ブームが続く中、AGEsは新たな健康指標として注目を浴び、テレビや雑誌、新聞等でたびたび紹介
されています。
また、各種ヘルスケアイベントでの露出も増え、認知度は確実に高まってきています。 

すでに全国400箇所以上の調剤薬局、病院、クリニック、健康保険組合、エステサロン、フィットネスジ
ム等に導入いただいています。 
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導入事例

なぜAGEsが注目されているのか

メディアで話題“AGEs”は近年メディアでも注目を集めており、
“AGEsセンサ”は医療・美容業界など、
さまざまなお客様に導入いただいております。

総合メディカル 様

地域の健康意識向上を目的として、発売と同時に6台導入。
全国各地の店舗やイベントにおける健康相談会などで
ご活用いただいています。

家庭画報 様
（2018年10月号 P221）

※1 John A, et al., Biochemistry,30, 1205-1210 (1991). ※2 Nagai R, et al., Clinician, vol.98, p.110(1998) ※3 Buongiorno AM, et al., J 
Endocrinol Invest.31,558-562 (2008). ※4 Beisswenger P J, et al., J Clin Invest.92, 212-217(1993). ※5 Sakata N, et al., Atherosclerosis. 
142, 67-77 (1999). ※6 Nagai R, et al., J Clin Biochem Nutr. 55,1-6(2014). 

日本調剤 浦和中央薬局 様 他

薬局内に併設された「健康チェックステーション」に導入。
ここで利用者が手軽に測定できるほか、健康セミナーでも
お役立てていただいています。

一般財団法人三宅医学研究所
附属 三宅リハビリテーション病院 様

クリニック内に設置し、管理栄養士と協力して栄養指導が
おこなわれています。

20 （年齢）40 60 80

A
G
E
s
蓄
積

加齢とAGEs蓄積
＊永井竜児ら,  Clinician, vol.98, No.476, p.110 （1998）.

不適切な生活習慣

運動不足

疾患の発症

代謝の低下

バランスのいい食事

適度な運動

適切な生活習慣

不健康な老化

健康な老化

適度な運動 バランスの
良い食生活

AGEsを
ケアする食品

AGEsを
つくりにくくする
生活習慣例

□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

□□□□□□□□

低糖質
ごはん

□□□□□□□□□□□□□□□

□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

□□□□□□

□□□◯◯◯



AGEsの測定に加え、簡単なアンケートに答えていただくことで、お客様の生活習慣レベルを
簡易診断するツールです。 
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コミュニケーション促進ツール

測定推進ツールAGEsセンサ展示台／POPセット
展示台

コラーゲンPOP

チラシ

コミュニケーションシート
（A5サイズ）

測定に必要な機器などをコンパクトにセットする
ことができます。

AGEsがコラーゲンに与える影響を模型で
説明します。

AGEsについての説明と、測定結果の見方に
ついてをまとめたA5サイズのチラシです。 ポスター

（A2サイズ）
のぼり
（w450×H1800mm）

スイングPOP
（w93×H89mm）

“AGEsセンサ”の導入にあたって
展示台やカウンセリング用パンフレットなど
多彩なツールを提供いたします。

（別売品）

（別売品）

（別売品）

アンケート例


